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６月２９日 午後2：50 農協前

地域主権を確実に前進させ、地方

公務員の声を代弁しようと奮闘する

「藤川まさし」候補の訴えに耳を傾

けてください。


※「藤川まさし」の写真を貼

り付け
	







	22日の人事院総裁との交渉の冒頭、公務員連絡会は要求書を提出し、次の通り見解を述べました。

※なお、この交渉は、「50歳台後半職員の給与引下げ」提案がされた、23日の交渉前に行われたものです。


◎働き方の見直し､生活防衛の声の高まり

(1) 本年の春闘は、おおむね賃金カーブを確 　　　

保し、現行水準を「維持」する結果となっている。

(2) 一方、公務を巡っては、来年度の新規採用抑制策の閣議決定に加え、国の出先機関等の見直しが進められ、「総人件費２割削減」に向けた検討も進められている。こうした中で、慢性的な超過勤務など公務員労働者の勤務環境は悪化し続け、月例給や一時金の連年に渡る引下げで家計も厳しさを増し、働き方の改革と生活防衛を求める声はかつてなく高まっている。

◎月例給の維持、一時金の支給月数確保
(3) 以上のことから、本年の人事院報告・勧告にあたっては、なにより労働基本権制約の代償機能を十全に果たすことが求められている。公務員労働者の生活を防衛する観点から、なんとしても月例給与の水準を「維持」、一時金も生活水準を維持のために必要な支給月数は確保してらいたい。非常勤職員制度の見直しは、実際に雇用の安定に結びつく制度改善を強く求めておきたい。
	
	
	◎65歳定年延長は当面の最重要課題
年金と雇用を接続するための65歳までの段階的な定年延長の実施は、当面の最重要課題だ。定年延長が、高齢期の安定的な雇用確保のため最も効果的な方法だと考え、人事院と交渉を積み重ねてきた。年内に「意見の申出」を行うことは、昨年来の約束事であり、これを確実に行ってもらいたい。それに向けて、夏の勧告時には定年延長の「制度骨格」を示してもらいたい。われわれと十分交渉・協議し、合意に基づく報告や勧告を行うことを強く求めておきたい。

◎交渉・協議の積み上げを確認

(4) 本日の要求提出を機に、事務レベルで交　　

渉を積み上げさせて頂くが、しかるべき時期には総裁から直接要求に対する回答を頂きたいと考えているので、よろしくお願いする。

これを受けて江利川人事院総裁は、「お話しは伺った。最近の公務を巡る情勢は一段と厳しいものがあるが、民間の情勢を十分踏まえ、労働基本権制約の代償という人事院の任務を果たしていくことが重要と考えており、本年の給与勧告に向けて、引き続き皆さんの意見も十分聞きながら検討を進めていくこととしたい」と、今後十分交渉・協議を積み上げていくとの見解を述べました。

	
	
	
	












◇◇◇◇ 選挙期間中でも可能な「選挙活動」◇◇◇◇


■ 電話を使用した選挙活動は自由です。�■ 街頭であった知り合いに投票を依頼できます。





自治労北海道本部は訴えます！ 今回の参院選の最大課題は、「歴史


を逆戻りさせない」、「市場万能の新自由主義の復活を許さない」！


























17日の公示。「藤川」候補は、札幌駅前で第一声を上げた。


藤川候補は､「民主、党への期待は大きく高まっている。21年間の市職員、７年間の市議時代を通じて市民と行政の架け橋となった経験を活かし、国会で即戦力として働かせて欲しい」と力強く支持を�



�
�
訴えた。さらに、「幸せや悲しみを分か


ち合う社会『人を大切にする政治』で誰


もが個性と能力を活かせ社会をつくる」


との熱い想いを語り「逆転の選挙、逆転


の勝利まであと一歩、皆さんの力を与え


て欲しい」と述べると「藤川ガンバレ」


の声援に力強く手を振って応えた。�
�






＝ 組合員のみなさんへ ＝


１時間の年休を取ってご参加ください。


なお、街頭演説の参加者には、民主党の政権公約『Ｍanifesto』が配布されます。











